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Goal: 暗黒物質の風を検出 （201?年~）

低圧力 ( CF4 0.05 atm )・大質量 （1m3 × N）

現状: 

CF4 0.2 atm ・30cm角

１. NEWAGE 実験概要
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μPIC

ガス検出器の特徴

原子核の飛跡検出（3次元）

ガンマ線バックグラウンド排除

FPGA飛跡
処理回路
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２．2009年研究費報告
共同研究予算：20万円配分中12万円使用
（神岡旅費11万円・運送費1万円）

神岡への直納品 神岡からの運送費
など他財源からの支出が難しいものに
有意義に使わせて頂いております。

3．2009年研究報告

地下実験報告 Astroparticle Physics.31 (2009) pp185

Phys. Lett. B投稿中

高感度化へ向けての対策



BG STUDYと対策
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0.52 kg・days

BG × 1/5@100keV

制限更新も
BG低減必要

エネルギースペクトル

制限曲線



ガンマ線

エネルギーvs長さで除去

除去率 8×10-6 @100keV (RUN5)
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137Cs run

1cm 以上を除去

短い飛跡(原子核)：
pulse width 短い

長い飛跡(ガンマ)：
pulse width 長い

飛跡長の評価にFADCの波形を導入
除去率 3×10-6 に改善

RUN8 ~



ラドン

常温活性炭 ~100g

(TSURUMICOAL 2GS))

RUN6 ~

6MeVラドンレート ×1/10

@day15

ガスゲインの安定性 ×2 以上

ラドンレート

ガスゲイン

•ガス循環システム



抵抗

検出された

TPC 電場形成のた
めのフッ素樹脂

検出限界以下

テフロン板

GEM

μ-PIC

μ-PIC

基板

テフロン板を用いた
代替TPCケージ
製作中

0.3mm銅線

改良

内部放射能

• ラドン検出器でmaterial screening



まとめ
地下実験 1st result を発表

BG低減のSTUDY、改善を実行中

DAMA (CDMS) is NOT

too far away!

BGを1/10にして
0.1m3 year

当面の目標

BGを1/100にして
1m3 year


